
2011 ～ 2012 年度2011 ～ 2012 年度

綾 瀬 春 日綾 瀬 春 日
ロローータリタリーークラブクラブ

事務所 〒252-1137  綾瀬市寺尾台1-1-2 笠間第一ビル3F
 TEL 0467(70)6100　FAX 0467(70)8311
 E-mail：kasugarc ＠ hyper.ocn.ne.jp
例会場 笠間第一ビル3F TEL 0467(70)6100
例会日 第１，３，５水曜日 12：30～ 13：30 
 第２，４水曜日 18：30～ 19：30

会　　長    加 藤  良 隆
幹　　事    二 見  義 光
会報担当    片 岡  　 明

第934回  移動例会    ２０１２年４月４日（水）１８：３０ 萬珍酒家

司  会 細 谷 浩 之   会  員

点  鐘 会  長   加 藤 良 隆

合  唱
 ロータリーソング 「 四 つ の テ ス ト 」

 ソングリーダー 堀 井 裕 子   会  員

会長の時間 会  長   加 藤 良 隆

本日はお花見例会です。
約１ヶ月前の３月７日　931 回例会　会長の時間
のときに、さくら開花前線予想では４月４日に東京
が満開のピークを迎えるとなっていましたが、本日
のさくら開花予想では４月８日になっています。
横浜は４月２日が開花日、４月９日が満開日です。

桜について調べてみました。
概要
サクラは、バラ科サクラ属サクラ亜属に分類され
る木であり、落葉広葉樹である。春に白色や淡紅色
から濃紅色の花を咲かせ、日本人に古くから親しま
れている。また、果実を食用とするほか、花や葉の
塩漬けも食品などに利用され、海外においては、一
般的に果樹としての役割のほうが重視された。環境
がよければ寿命は非常に長く、老木として著名な日
本五大桜の内神代桜は樹齢が 1800 年を超えている
とされる。
分類としては、ヤマザクラ、オオシマザクラ、エ
ドヒガンなど５～７種類ほどが認められており、こ
れらの変性や交雑などから数十種類の自生種が存在

する。八重咲きの品種はヤエザクラと呼ばれている。
また、園芸品種が多く、花弁の数や色、花のつけか
たなどを改良しようと古くから多くの園芸品種が作
られた。とくに江戸末期に開発されたソメイヨシノ
（染井吉野）は、明治以降、全国各地に広まり、サ
クラの中で最も一般的な品種となった。日本では固
有種・交配種を含め 600 種以上の品種が確認されて
いる。
古代では、山に自生して咲くヤマザクラ（山桜 P. 
jamasakura）や、八重咲きの桜が一般的であった。
西行で有名な吉野の桜も、ヤマザクラである。静岡
県富士宮市に日本最古級のヤマザクラである狩宿の
下馬ザクラがあり、特別天然記念物に指定されてい
る。
文化にも深くかかわっている。昔は緑が生え、稲
作を始める時期に咲くため暦代わりに使われてい
た。平安時代以降は桜は花の代名詞のようになり、
春の花の中でも特別な位置を占めるようになった。
和歌や俳句などでも良く取り上げられる題材であ
り、室町時代に成立した能の西行桜では桜が人を引
き付けることが書かれている。現在でも多くの創
作で取り上げられている。花を見ながら行われる宴
会は花見として知られる日本の年度は４月始まり
であることや、学校に多くの場合サクラが植えられ
ていることから、人生の転機を彩る花にもなってい
る。各地に桜の名所があり、有名な一本桜も数多く
存在する。近年はこれら植えられた桜の保護が重要
になってきてい日本において最も馴染み深い花であ
ることから、法的に定められたものではないが、俗
に国花の一つとされ、明治時代以降、軍隊や学校の

◆ 卓話予告 ◆
９３６回  ４/１８（水） 1２：30   「ロータリーの友」の編集　ロータリーの友委員

URL ： www.ayasekasugarc.com



が入ってきたのは江戸時代後期頃のため、日本では
『櫻』の字はサクラに転用された。

幹事報告 副幹事   二 見 義 光
◆ 理事会の開催について
  日時 平成24年４月11日（水） 例会終了後
◆ 名誉通門証の返却について
  事務局まで返却してください

■出席委員会 綱 嶋 洋 一   会  員
日 付 例会№ 会員数 適用数 出 席 出 席 Ｍ Ｕ 修 正 Ｍ Ｕ 確 定
3/21 932 27 27 20 74.07% 0 74.07% 0 74.07%
3/28 933 27 27 16 59.25% 2 66.66%
4/4 934 27 27 21 77.77%
M.U. 紀 　 　 孝（海老名欅ＲＣ）
 仲 村 邦 弘（大和ＲＣ）
事前M.U. 廣 安 　 修（綾瀬ＲＣ）
 塚 原 吉 雄（地区、社会奉仕）
 豊 島 良 次（地区、米山）

制帽や階級章に桜を象った紋章が多く用いられてい
る。現在においても警察や自衛隊などの紋章に使用
されている。また、百円硬貨の表は桜のデザインで
ある。
桜の語源について
「サクラ」の名称の由来は、一説に「咲く」に複
数を意味する「ら」を加えたものとされ、元来は花
の密生する植物全体を指したと言われている。また
他説として、春に里にやってくる稲（サ）の神が憑
依する座（クラ）だからサクラであるとも考えられ
ている。
富士の頂から、花の種をまいて花を咲かせたとさ
れる、「コノハナノサクヤビメ（木花之開耶姫）」の「さ
くや」をとって「桜」になった、とも言われている。
サクラを意味する漢字『櫻』は本来はユスラウメ
を意味する言葉だった。『櫻』の字は「首飾りをつ
けた女性、もしくは首飾りそのもの』を意味する『嬰』
に木偏を付けたものであり、ユスラウメの実が実っ
ている様子を指した漢字である。日本にユスラウメ
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